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3月 26 日、町長室にて北海道社会貢献賞（自治功
労者）の伝達式が行われました。
泉谷重實氏は昭和62年から平成23年までの6期24
年間、永きにわたり興部町議会議員として在職され、
特に平成11年から平成19年までは町議会副議長とし
て住民の意見が反映される開かれた議会運営に大きく
寄与し、興部町の振興発展に多大な貢献をされたとし
て今回の受賞に成りました。
泉谷氏のこれまでのご尽力に対し感謝するととも
に、心からお祝い申し上げます

教育活動の振興に貢献した団体などをたたえる「オ
ホーツク管内教育実践表彰」に当町のコーラスグルー
プ「興部ドゥリーム・コール」（代表：近藤幸子氏）
が選ばれ、3月 21 日に町長室にてオホーツク教育局堀
本次長より伝達式が行われました。
「興部ドゥリーム・コール」は、昨年の第 35 回全
日本おかあさんコーラス全国大会に北海道代表で出場
するなど、長年の活動が評価され今回の受賞となりま
した。
今後のさらなる活躍を期待し、心からお祝い申し上
げます。

3月 28 日、興部消防団副団長　鈴木東紀男氏が消
防庁長官表彰「永年勤続功労賞」を受賞され、紋別市
役所において、紋別地区消防組合　宮川良一管理者よ
り伝達式が行われました。
鈴木東紀男氏は昭和 44 年の入団以来、44 年間の永
きにわたり消防団活動に精励され、平成 20 年からは
副団長として地域の防災はもとより、若手・後輩団員
の指導育成にご尽力されたことで今回の受賞となりま
した。
これまでのご尽力に感謝するとともに、心からお祝
い申しあげます。

興部消防団　鈴木副団長　消防庁長官表彰受賞

泉谷重實氏　自治功労で北海道社会貢献賞受賞

興部ドゥリーム・コール　教育実践表彰受賞
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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

今年も間もなく牧草地での肥料散布が始ります。行者ニンニクやタラの芽、ヤチブキ等の山菜が美味しい季節で
す。ただ、クマが増えていますので十分ご注意ください。ＴＰＰ問題が私たちの地域にどのような影響を及ぼすの
かとても不透明で心配ですが、何よりも私たちがこの豊かな土地を大事に思う気持ちを強く持つことが大切と思い
ます。ひょっとすると、この時期にしか味わえない季節の食べ物を味わい感激することがまちづくりの原点かも知
れませんね！では、また。

『財政再建 10ヶ年終了！目標達成 !!』
平成 15年 2月、町議会で自主的な「財政再建計画」を議決しました。きらり建設に伴い、また小泉内閣が打ち
出した地方交付税削減方針により興部町は財政運営が極めて厳しい状況が想定され、議員の給与削減と定数減、理
事者・職員などの人件費の 3ヶ年大幅削減、各種補助金の見直し、普通建設事業のための起債 (借金 ) は毎年 1億
円以内に留めるなどを 10年の計画として決め、私が町長になり今年 3月 31日で満 10年が経過しました。私が
町長選で公約しました「借金を 10年で半分にする！」と言うのは、この事を根拠としたからなのでした。このた
め、町民の皆様には様々なご不便をおかけし、またご協力を頂きましたことに心から感謝を申し上げます。お陰様
で、3月末の起債 (借金 ) 残高は 68億 800万円で、このうち国が交付税に代わる制度として導入しました「臨時
財政対策債」分を差し引きますと 50億 5,600 万円となり、10年前には 120億円を超えていた起債総額が半分
以下になりました。しかし、私も基金 (貯金 ) については、借金を減らすことで精一杯なので難しいだろうと思っ
ていましたが、お陰様で 20億 8,600 万円と 10年前約 9億円程度でありました基金も 2倍以上にすることが出
来ました。特に、出し入れのしやすい「財政調整基金」は 13億円を超えることが出来ましたので、今年度から予
定しています国保病院建設のための財政基盤が十分に出来たことになります。これも、重ねて町民皆様のご理解ご
協力と、議会や関係機関皆様のご支援の賜物と厚くお礼を申し上げます。この町長日誌 114号の紙面をお借りし
まして町民の皆様に興部町の自主的財政再建期間の終了と目標を達成しましたことを宣言させて頂きます。しか
し、町の税収は 4億数千万円で毎年 20億円を超える地方交付税で町の財政は成り立っています。従いまして、再
建期間はひとまず終了しましたが、引き続き計画的な財政運営に心掛けてまちづくりを進めてまいりますので、こ
れからも宜しくお願いを申し上げます。

3月 31日㈰

町長日誌の第 114 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№114町長日誌
平成 25年度が始り、人事異動があり、各団体の総会などが続き今週は少しスケジュールが空いたなと思ってい
ましたら来客が多く日誌を書くのがこの時間になってしまいました。明日から来週にかけて出張が多くあまり役場
にいませんので、先程担当者から「いつ出来るのですか？」と、くぎを刺された訳です。さて、3月末で興部町が
所管しているし尿処理の衛生センターを含め 5人の管理職が退職し、これ以外に早期退職を含めて 4人の職員が
退職しました。新採用は一般事務職で 5人、土木技師 1人、ケアーマネージャー 1人、看護師 4人と久しぶりの
大量採用となりました。
ケアマネや看護師などでは臨時から本採用に切り替えた人も多いのですが、これは、今後も退職が多いための対
応です。不慣れなため、町民皆様に対応などでご不便をおかけすることも有るかも知れませんが、どうかご理解を
お願いします。

4月 17日㈬ PM6：30
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■平成 25 年と平成 24 年の人口・世帯数の比較

人　口 男 女 世　帯 世帯平均人口
（人口／世帯）

平成 25 年４月１日現在 4,113 人 2,007 人 2,106 人 1,800世帯 2.3 人
平成 24 年４月１日現在 4,202 人 2,055 人 2,147 人 1,826 世帯 2.3 人
25 年と 24 年の比較 △ 69 人 △ 48 人 △ 41 人 △ 26 世帯 0.0 人
平成 25 年 4月 1日現在の興部町の人口は、4,133 人で、昨年と比べると 69 人減少しています。
世帯数は、1,800 世帯で、昨年と比べると 26 世帯減少しています。

■平成 24 年度の人口動態（平成 24 年 4月 1日〜平成 25 年 3月 31 日）
出　　生 死　　亡 転　　入 転　　出
30 人 42 人 176 人 262 人

■ 10 年前（平成 15 年）・20 年前（平成 5 年）・30 年前（昭和 58 年）と比べると

人　口 世　帯 世帯平均人口
（人口／世帯）

平成 25 年との比較
人　口 世　帯

10 年前（平成 15 年） 4,833 人 1,931 世帯 2.5 人 700 人 131 世帯
20 年前（平成   5 年） 5,478 人 1,941 世帯 2.8 人 1,345 人 141 世帯
30 年前（昭和 58 年） 6,547 人 1,913 世帯 3.4 人 2,414 人 113 世帯

■平成 25 年 4 月 1 日現在の町内別の人口・世帯数の内訳
町 内 名 人　　口 世　　帯 町 内 名 人　口 世　　帯
浜 町 59 （56） 22 （23） 宇 津 102 （105） 40 （40）
元 町 275 （287） 121 （125） 秋 里 98 （103） 37 （39）
本 町 250 （254） 120 （123） 豊 野 100 （103） 30 （31）
仲 町 132 （136） 73 （75） 沙 留 西 町 125 （128） 44 （43）
幸 町 86 （93） 37 （40） 沙留汐見町 138 （150） 54 （58）
栄 町 329 （348） 138 （143） 沙留北浜町 55 （59） 26 （25）
泉 町 328 （333） 169 （171） 沙 留 港 町 85 （91） 32 （34）
新 泉 町 181 （187） 91 （94） 沙 留 元 町 62 （71） 31 （32）
旭 町 213 （214） 105 （108） 沙留海運町 108 （111） 41 （43）
緑 ヶ 丘 273 （265） 131 （129） 沙 留 緑 町 164 （160） 63 （62）
東 町 108 （108） 59 （58） 沙 留 旭 町 272 （258） 107 （103）
春 日 町 197 （213） 90 （91） 住 吉 57 （53） 19 （18）
新 町 114 （113） 47 （47） 富 丘 51 （50） 13 （12）
宮 下 町 46 （48） 22 （23）

合 計
4,113 1,800

北 興 105 （105） 38 （36） （4,202） （1,826）
　※（　）内は平成 24 年 4月 1日現在の人口・世帯数です。

6,000人

7,000人
人口の推移

1,950世帯
2,000世帯

世帯の推移

3,000人

4,000人

5,000人

昭和58年 平成５年 平成15年 平成25年
1,700世帯
1,750世帯
1,800世帯
1,850世帯
1,900世帯

昭和58年 平成５年 平成15年 平成25年

おこっぺの人口（平成25年4月1日現在）
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健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
楽
し
み

な
が
ら
で
き
る
体
操
や
運
動
、
カ
ロ
リ
ー
が

表
示
さ
れ
た
料
理
な
ど
、
運
動
や
栄
養
に
関

す
る
健
康
の
話
題
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
活
習
慣
に
関
連

し
て
起
こ
る
様
々
な
病
気
の
総
称
ア
ス
生
活

習
慣
病
で
す
。
一
昔
前
ま
で
は
“
成
人
病
”

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
や
大
人
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
へ
の
健
康
に
目
が
向
け
ら
れ
る
時
代

…
…
。
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
、
病
気
を
予
防

す
る
時
代
へ
と
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
生
活
習
慣
病
に
深
く
関
係
す
る
、
内
臓

脂
肪
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
蔵
脂
肪
型
肥
満
に
つ
い
て

自
分
の
体
型
は
リ
ン
ゴ
型
？
洋
梨
型
？
一

度
は
気
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

“
お
な
か
ぽ
っ
こ
り
の
リ
ン
ゴ
型
”、“
下
半
身

が
丸
く
な
る
洋
梨
型
”
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
脂

肪
の
つ
き
方
に
よ
り
名
称
が
異
な
り
ま
す
。
脂

肪
に
は
皮
下
に
た
ま
る
皮
下
脂
肪
と
内
臓
の
周

り
に
た
ま
る
内
臓
脂
肪
と
が
あ
り
ま
す
。
皮
下

脂
肪
は
指
で
お
腹
を
つ
ま
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
内
臓
脂
肪
は
腹
囲
が
大
き
く

て
も
お
腹
を
つ
ま
む
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
と
は
、
い
わ
ゆ
る

“
お
な
か
ぽ
っ
こ
り
の
リ
ン
ゴ
型
体
型
”
の
方

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
な

る
と
肝
臓
や
胃
な
ど
臓
器
の
周
り
に
脂
肪
が
た

ま
り
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
と
は
？

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
「
高
血
糖
」「
高
血

圧
」「
脂
質
異
常
」
な
ど
が
加
わ
っ
た
状
態

を
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
と
い

い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
動
脈
硬

化
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
へ
と
つ
な

が
る
要
素
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
互
い
に
関
連
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の

ド
ミ
ノ
を
並
べ
た
状
態
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
進
行
す
る
こ
と
で
様
々
な

生
活
習
慣
病
が
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
起
こ

る
こ
と
を
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
』
と
呼

び
ま
す
。
そ
の
先
頭
に
立
つ
の
が
内
臓
脂
肪

型
肥
満
で
す
。
病
気
の
有
無
は
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
発
症
す
る
病
気
は
そ
の
ド

ミ
ノ
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
そ
の
最
終
は
脳

卒
中
や
心
不
全
、
が
ん
な
ど
の
重
篤
な
生
活

習
慣
病
な
の
で
す
。

内
臓
型
脂
肪
が
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
ド
ミ
ノ
の
は
じ
ま
り

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
様
々

な
病
気
に
な
っ
て
い
る
方
が
い
る
一
方
、

ド
ミ
ノ
を
倒
さ
ず
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長

生
き
す
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
分
か
れ
目

に
な
る
最
大
の
要
因
は
“
内
臓
脂
肪
に
よ

る
肥
満
が
あ
る
か
ど
う
か
”
で
す
。

●
男
性
は
中
年
で
内
臓
脂
肪
型
肥

満
の
あ
る
方
は
注
意

極
端
な
肥
満
は
な
く
て
も
、
20
歳
の

頃
に
比
べ
て
体
重
が
10
㎏
以
上
増
え
て
い

る
方
は
特
に
注
意
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
人
は
少
し
太
る
だ
け
で
も
内

臓
の
周
り
に
脂
肪
が
つ
い
て
し
ま
い
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

●
女
性
は
更
年
期
以
降
に
注
意

女
性
は
皮
下
脂
肪
型
肥
満
が
多
く
、

ま
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
動
脈
硬
化
の
進
行

を
抑
え
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
閉
経
後
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

激
減
す
る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ

が
倒
れ
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ

を
倒
さ
な
い
た
め
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
る
の

を
防
ぐ
に
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
と
い
う

最
初
の
ド
ミ
ノ
を
倒
さ
な
い
こ
と
が
最
も

大
切
に
な
り
ま
す
。
ド
ミ
ノ
を
倒
す
大
き

な
原
因
に
「
食
べ
過
ぎ
」
と
「
運
動
不

足
」
が
あ
り
ま
す
。
食
事
と
運
動
の
改
善

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

食
事

＊
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
過
ぎ
は
食
事
内

容
の
選
択
で
カ
バ
ー
す
る
。

＊
“
だ
ら
だ
ら
食
べ
る
“
な
ど
、
食
べ

過
ぎ
に
つ
な
が
る
食
生
活
を
改
め
る
。

＊
体
重
を
1
㎏
減
ら
す
に
は
、
1
日

240
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
減
ら
し
た
食
事

を
1
か
月
続
け
る
。

洋
食
を
和
食
に
変
え
る
、
食
事
時
間

を
決
め
る
、
無
理
な
減
量
は
せ
ず
少
し
ず

つ
減
ら
し
て
い
く
な
ど
工
夫
や
取
組
み
に

よ
り
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
動

＊
自
分
が
で
き
る
運
動
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
実
施
す
る
。

＊
痛
み
の
あ
る
方
は
無
理
を
せ

ず
、
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る
。
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動
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践
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る
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運
動
は
無
理
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く
自
分
に
合
っ
た
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の
を
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択
し
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
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く
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む
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ー
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歩
く
ス
ピ
ー
ド
に
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り
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動
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さ
を
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節
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る
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私
た
ち
の
生
活
習
慣
は
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
体
や
こ
こ
ろ
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。“
自
分
が
で

き
る
と
こ
ろ
”
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ

の
機
会
に
『
健
康
習
慣
』
を
取
り
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。�

（
役
場　
保
健
師
）

○
沙
留
一
般
健
康
相
談
…
…
…
…
…
…
…
13
日
・
27
日

○
精
神
障
が
い
者
家
族
会
例
会
「
こ
ぶ
し
会
」
……
17
日

○
介
護
者
ふ
れ
い
あ
の
会
「
ほ
ほ
え
み
」
………
…
20
日

○
乳
児
健
康
診
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23
日

○
フ
ッ
素
塗
布
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24
日

○
離
乳
食
教
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30
日

今月の保健行事

『 生活習慣病が一気に進む？
　～内臓脂肪とメタボリックドミノの関係』

今月の　　   予報
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町
内
小
中
学
校
紹
介

シリーズ
�

学校教育目標
□　工夫する子　　□　助け合う子　　□　はげむ子　　□　丈夫な子

本年度の重点目標
　■助け合う子どもの育成
　　�協力扶助、相手のことを考えて行動する子どもを育てる

興部町立興部小学校
☆児童数　133名
　　１年　  25 名
　　２年　  19 名
　　３年　  21 名
　　４年　  20 名
　　５年　  23 名
　　６年　  25 名
☆教職員　  15 名

「助け合う子」の育成を目指します
� 校長　佐藤　義寛

本校の教育目標には、「工夫する子」・「助け合う子」・「はげむ子」・「丈夫
な子」の４つの目標があります。この中からの一つを毎年、重点目標と定め、
教育活動を展開しております。そして今年度の重点教育目標を「助け合う子」
の育成と致しました。
「助け合う子」とは、協力扶助、相手のことを考えて行動する子どもです。

具体的には、①思いやりの心を持ち人に親切にする子、②人に迷惑をかけな
い子、③互いに助け合い協力する子、④責任感を持つ子、⑤礼儀正しい子、⑥きまりを守る子　となります。
この６点を学年の発達段階に応じて、子ども達一人一人にしっかりと身につけさせたいと考えます。「思いやり
の心」「協力性」を大切に、わかる喜びやできる楽しさをどの子も享受し、興部小学校のよき伝統である、
みんな「仲良く」・「元気に」・「明るく」・「一生懸命に」・「瞳輝く」子ども達を育てていきます。今年度も興
部小学校では、次代を担う「のびゆくわれら　たゆまぬわれら」の興部小学校の子ども達の為に、邁進して
いきます。保護者・地域の皆様のあたたかいご理解・ご支援のほどを今年度もよろしくお願い申し上げます。

�  4 月 8 日に 25 名のかわいらしい新 1 年生を迎え、133 名の全
校児童、15 名の教職員で、平成 25 年度の興部小学校がスタ−
ト致しました。

25 名の新 1 年生は少し緊張しながらも、担任の先生から名前
を呼ばれると、一人一人元気よく返事をしていました。入学した翌
日からは校内探検をし、12 日からは給食も始まりました。毎日楽
しく学校生活を送っています。

■平成25年度の主な学校行事
  4月  8日㈪	 始業式・入学式	 10月27日㈰	 学芸会
    　13日㈯	 全校参観日	 11月  1日㈮	 開校記念日
  6月  9日㈰	 運動会	     　25日㈪〜26日㈫　参観日
    　24日㈪〜26日㈬　参観日	 12月  6日㈮	 興小まつり
    　28日㈮	 遠足	     　24日㈮	 2学期終業式
  7月23日㈬	 1学期終業式	     　25日㈯〜1月16日㈭　冬休み
    　24日㈭〜8月19日㈪　夏休み	   1月17日㈮	 3学期始業式
  8月20日㈫	 2学期始業式	   2月  4日㈫	 1日入学
    　21日㈬	 心の劇場	     　12日㈬〜14日㈮　スキー記録会
  9月  4日㈬〜5日㈭　修学旅行（6年）	    　24日㈪〜26日㈬　参観日
    　14日㈯	 全校参観日	   3月19日㈬	 卒業証書授与式
    　19日㈭	 マラソン大会	     　24日㈪	 修了式

興部小学校入学式
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平成 25年 3月 27日に開催された当企業団議会第 1回定例会において、平成 25年度当初予算が議決さ
れましたので、その概要をお知らせいたします。

１．収益的収入及び支出
病院事業の経営活動に伴って発生する収益とそれに伴う費用を計上しています。

①収益的収入（病院事業収益）
医業収益は、医業活動から生じる収益で、収益全体に占める割合は 66.4%となっています。一日平均

患者数では入院 58人、外来 320人を見込み、入院と外来を合わせた医業収益は 16億 314 万 7千円を
計上しています。
医業外収益は、医業活動以外から生じる収益で、基金の国債運用利息、西紋 5市町村の負担金、紋

別市からの補助金等（交付税交付分）のほか、収支不足分を補てんするため、基金からの補助金 5億
8,806 万 5千円を計上しています。

（単位：千円）
款　項　目 H25当初 H24当初 増　減

病 院 事 業 収 益 2,414,013 2,322,119 91,894
医 業 収 益 1,603,147 1,471,047 132,100
入 院 収 益 813,848 770,656 43,192
１日平均患者数（人） 58 58 0
外 来 収 益 672,718 636,282 36,436
１日平均患者数（人） 320 320 0
その他医業収益 116,581 64,109 52,472

医 業 外 収 益 796,694 847,820 △51,124
うち基金補助金 588,065 775,619 △187,554

特 別 利 益 14,172 3,252 10,920

②収益的支出（病院事業費用）
医業費用は、医業活動を実施する上で必要な経費で、費用全体の 98.0%を占めています。そのうち給

与費の割合が 56.3%（非常勤医師及び道・市派遣職員分も含めると 59.6%）を占め 13億 5,867 万 5
千円となっています。また、材料費は患者数の増加により 3億 9,484 万 3千円、経費は北海道からの派
遣職員が減少すること等により 5億 220万円となっています。
医業外費用は、医業活動以外に必要な経費で、企業債利息、企業団議会費・監査委員費及び消費税関連

経費などを計上しています。
（単位：千円）

款　項　目 H25当初 H24当初 増　減
病 院 事 業 費 用 2,414,013 2,322,119 91,894
医 業 費 用 2,366,848 2,315,425 51,423
給 与 費 1,358,675 1,234,558 124,117
材 料 費 394,843 375,184 19,659
経 費 502,200 580,074 △77,874
減 価 償 却 費 98,675 113,873 △15,198
資 産 減 耗 費 5,178 5,620 △442
研 究 研 修 費 7,277 6,116 1,161

医 業 外 費 用 25,950 3,092 22,858
特 別 損 失 21,215 3,602 17,613

２．資本的収入及び支出
新病院改築工事の開始に伴う経費や医療機器等の備品購入などの支出、並びにその財源となる企業債、道
補助金及び紋別市負担金等の収入を計上し、収入予算は 15億 7,277 万 1千円となっています。
支出では、新病院の改築工事等に係る建設改良費、医療機器等備品の購入費、看護師等修学資金の貸付金、
基金積立金、企業債償還金を計上し、支出は 15億 8,199 万 9千円となっています。

平成２5年度広域紋別病院企業団
病院事業会計当初予算の概要
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行政相談委員は役所と
皆さまのパイプ役です

inform
ation
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　平成 25年 4月 1日付けで、山本典子さん（泉町）が、引き続き、総務大臣
から行政相談委員に委嘱されました。

　�　年金、窓口サービス、登記、道路などの役所
の仕事について、お困りごとや苦情がありまし
たら、行政相談委員がご相談に応じています。
相談は無料で行いますので、お気軽に口頭、
電話、手紙などで行政相談委員にお申出下さい。

　総務省行政相談委員の氏名・住所は

　　　　　山　本　典　子　　興部町泉町　電話：82-2125

町税納期のお知らせ
今月は、軽自動車税 全期（納期限平成 25年 5月 31日）と、
　　　　固定資産税 １期（納期限平成 25年 5月 31日）の納期です。
　　　　　※納付書は、5月中旬にお届けいたします。

□町税を納期内に納入できない事情のある方は、住民課・税務係に相談ください。
□納期限を過ぎても町税が納入されないときは、地方税法に基づき督促状を送付します。
　※�督促状送付後 14日間程度、納付又は連絡のない場合は、納税の誠意なきものとして、国税徴収法及

び地方税法に基づき、財産調査の上、差し押さえる場合があります。
□�固定資産の異動、特に家屋の新築や取り壊しがあった場合や軽自動車に異動があった場合は速やかに届
出をして下さい。
※町税に関する問合せは、役場住民課税務係へ（℡ 82－ 2131　内線 225・226）
□国民健康保険への加入、脱退の異動手続は、2週間以内に行ってください。
※手続きに関する問合せは、きらり保険医療係へ（℡ 82－ 4140）

行政相談員に山本典子さん委嘱される

山本典子さん

　【行政相談員制度に関するお問合せ先】

　　　総務省北海道管区行政評価局旭川行政評価分室
　　　旭川市宮前通東 4155-31
　　　TEL　0166-38-3011　FAX　0166-38-3013
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●種目 /定員 /参加料
種　　目 定　　員 参　加　料

フルコース（212㎞） 1,500 名
高校生以上　　17,000 円
中学生　　　　10,000 円
小学生　　　　  8,000 円

日帰りコース（41㎞） 200名 5,000 円

●申込期間   ・振込用紙　平成25年 3月 18日㈪～平成25年 5月 24日㈮（当日消印有効）
　　　　　　・インターネット /携帯サイトによる申込　
　　　　　　　大会ホームページ　　　http://gogookhotsk.jp/
　　　　　　　＠ funride エントリー　http://funride.jp/
　　　　　　　RUNTES　　　　　　  http://runnet.jp/　 （RUNNETへの会員登録（無料）が必要です。）
　　　　　　　※ただし、定員になり次第締め切ります。

●日程　　212ｋｍコース　　　　　   7 月 12日㈮〜 7月 14日㈰
　　　　　 41ｋｍ（日帰り）コース　　7月 14日㈰
●コース　オホーツク沿岸縦断コース　212キロ（雄武町～北見市常呂町～斜里町）
【問い合わせ先】　〒093-0292　北見市常呂町字常呂323番地　北見市常呂総合支所内　
　　　　　　　　オホーツクサイクリング実行委員会事務局
　　　　　　　　Tel　0152-54-1361　Fax0152-54-1362　メール okhotsk-cycling@cream.plala.or.jp
●公式ホームページ　http://gogookhotsk.jp
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国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況をみると、社会保険等の未加入や適正な労
働条件が確保されていない等の問題が散見されます。
このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、次の3点をご確認ください。

　①就労が認められる在留資格であること。
　②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出を行うこと。
　③社会保険等の加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと

なお、厚生労働省では、雇用対策法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を定めてい
ますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するようお願いします。
また、お問い合わせにつきましては、お近くのハローワーク又は労働基準監督署までお願いします。

inform
ation

住民基本台帳の閲覧状況
住民基本台帳法の規定により平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの閲覧状況を次の

とおり公表いたします。

国又は地方公共団体の機関の名称 防衛省

請求事由の概要 自衛官募集のため

閲覧年月日 平成 24年 6月 26日

閲覧に係る住民の範囲 ⑴平成 6年 4月 2日〜平成 7年 4月 1日の間に生まれた男女
⑵平成 9年 4月 2日〜平成 10年 4月 1日の間に生まれた男子

【個人又は法人による申出】
閲覧者氏名 昇寿チャート株式会社　代表取締役　川井　清維

請求事由の概要 道民意識調査のアンケートの発送名簿作成のため

閲覧年月日 平成 24年 8月 9日

閲覧に係る住民の範囲 興部町栄町・20歳以上

◆市民団体協働の川づくり事業◆
〜「川づくり」からはじめませんか、あなたの「まちづくり」〜

○事業の概要
•�沿川の自治会や河川愛護団体などみなさんによる草刈りや伐採作
業です。
•�北海道が河川を管理する上で、必要と判断する区域を行っていた
だきます。
•実施いただいた面積に応じた費用をお支払いします。

○申し込み・問い合わせ
　北海道オホーツク総合振興局
　網走建設管理部 興部出張所 技術係　℡（0158）82-2115
　興部町役場 建設課 土木係　　　　　℡（0158）82-2131
※ �「市民団体協働の川づくり事業」の概要やＱ＆Ａについては北海道のホームページで見ることがで
きます。　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/ksn/kasenkahome/osirase.htm

6 月は「外国人労働者問題啓発月間」です
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inform
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１　春の地域安全運動の実施
　　　～みんなで築こう、安全で安心な大地～
　　�　社会活動が活発となる時期を迎え、空き巣や車上ねらいをはじめとする各種犯罪の増加が懸念さ
れることから、5月 11日から 20日までの 10日間、「春の地域安全運動」を実施し、自治体等の
関係機関・団体や地域住民と連携し、道民の自主防犯意識の高揚や各地の地域安全活動の浸透と定
着化を図り、犯罪のない安全で安心な地域づくりをめざす取り組みを行います。

　　　全道各地で様々な取り組みが行われますので、道民の皆様の積極的な参加をお願いします。

２　生活経済事犯被害の未然防止対策の推進
　　　～学ぶことからはじめよう　ー自立した消費者に向けてー～
　　　悪質商法の被害にあわないためのポイント
　　　〜キーワードは、「悪質業者は、う・そ・つ・き！」です。〜
　　　【う】うまい話を信用しない！
　　　【そ】そうだんする！
　　　【つ】つられて返事をしない！すぐに契約しない！
　　　【き】きっぱり！　はっきり！　断る！
　　　※不安になったり、被害にあってしまったときは警察署の総談窓口へ

３　自転車の安全利用の促進

　　　～スマホ手に　車や自転車　事故のもと～

　　　～ヘルメット　ぼくのだいじな　おともだち～

　　　～あぶないよ　おしゃべり　ケータイ　ふたりのり～

　　　～自転車も　車と同じ　ドライバー～

　1　自転車は、車道が原則、歩道は例外
　2　車道は左側を通行
　3　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　4　安全ルールを守る
　　○　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　○　夜間はライトを点灯
　　○　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　5　子どもはヘルメットを着用

【自転車安全利用五則を守りましょう】

警察署からのお知らせ

守ろう！電波のルール！
不法無線局から出される電波（不法電波）は、消防、救急、警察や鉄道、航

空機など人命に関わる重要無線通信を妨害して、私たちの生活を脅かします。
電波のルールをしっかり確認しましょう。

　1　無線機の使用には技適マーク の確認を！
　2　電波の利用には原則、免許が必要！
　3　外国規格の無線機は国内では使用できません。

電波に関する困りごとやご相談は、北海道総合通信局へお問い合わせ下さい。
　北海道総合通信局（札幌市北区北 8条西 2丁目　札幌第 1合同庁舎）
　　電話によるお問い合わせ　　011-737-0099
　　〔電話受付時間　8：30〜 12：00、13：00〜 17：00（土・日・祝日を除く）〕
　　電子メールによるお問い合わせ　soudan-hokkaido@soumu.go.jp
　　ホームページ　http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/

デンパ君（電波利用環境保護
マスコットキャラクター）



広報おこっぺ　２０１３年５月号 （12）
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学生納付特例制度
国民年金は、全ての公的年金の基礎となるものです。20歳以上の方は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保

険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　「学生納付特例制度」は、所得が無い学生の方が、将来、年金を受け取ることができなくなること

や、不慮の事故等により障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなるこ
とを防止するため、ご本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。

●　対象となる方は？
学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校

（修業年限1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額
以下であることが条件です。

【所得のめやす】　118 万円＋（扶養親族等の数×38万円）

●　申請書の提出先は？
申請書の提出先は、住民登録している市区町村の窓口です。
また、平成 20年 4月から、在学する大学等の窓口でも申請手続ができるようになりました。
大学等の窓口で申請手続を行うためには、在学する大学等が学生納付特例事務法人の指定を受けて

いる必要がありますので、よく確認してください。

●　必要な添付書類は？
・年金手帳
・学生等であることを証明する書類（在学証明書または学生証などの写し）
・前年所得の状況を明らかにすることができる書類

申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障害について、障害基礎年金を受け
ることができない場合もありますので、注意してください。

【問い合わせ先】役場住民課戸籍年金係（TEL ８２･２１３１内線２２４）

日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

国 民 年 金

年金のお問い合わせは ｢ ねんきんダイヤル ｣ へ !
○年金相談は、「ねんきんダイヤル」℡０５７０－０５－１１６５
　または、お近くの年金事務所をご利用ください。
※ⅠＰ電話・ＰＨＳからは「℡０３－６７００－１１６５」にお電話ください。
　月～金曜日：午前 8時 30分～午後 5時 15分
　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後 7時まで
　第 2土曜日：午前 9時 30分～午後 4時� ＊祝日はご利用いただけません。

日　時　5 月 23 日㈭ 午前 9 時〜午後 3 時
場　所　紋別市民会館（紋別市潮見町 1 丁目）

5月の年金事務
相談所の開設日程

※�お客様の相談時間を十分確保するため、完全予約制となります。相談予約は電話により相談開設日の1ヶ月前から
受付します。　電話予約受付番号　０１５７－３３－６００７（北見年金事務所）
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3 月 17 日、農業者トレーニングセンターにおいて、第 30回戸田杯紋別
地方卓球大会（主催：興部町卓球協会）が開催されました。
大会には、選手・監督合わせて 110 人が参加し、シングルス・ダブルス
の種目で試合が行われ、参加した選手たちは仲間や家族の声援を受けながら、
日頃の練習の成果を発揮し、豪快にスマッシュを決めるなど、熱戦が繰り広げられました。
【大会成績】
◎男子シングルス
　1位　庄司克也（チーム渚滑）
　2位　小松田拓哉（雄武卓球協会）
　3位　星川達哉（興部高校）
　　　　内竹弥樹（紋別卓球協会）

◎女子シングルス
　1位　大坂真矢（紋別高校）
　2位　川井亜璃紗（紋別中学校）
　3位　森田夕紀子（紋別）
　　　　西尾　唯（紋別高校）

◎男子ダブルス
　1位　庄司克也（チーム渚滑）・山谷慎太郎（チーム渚滑）
　2位　中坪道夫（紋別卓球協会）・内竹弥樹（紋別卓球協会）
　3位　小林拓矢（興部卓球協会）・藏根　秀（興部）、藤川勝利（雄武卓球協会）・能登貴之（雄武高校）

◎女子ダブルス
　1位　大坂真矢（紋別高校）・西尾　唯（紋別高校）
　2位　川井亜璃紗（紋別中学校）・小澤優乃（紋別中学校）
　3位　森田夕紀子（紋別）・鈴木智世（興部卓球協会）、伊藤あかね（興部高校）・吉野靖子（興部高校）

3月 31日、北見芸術文化ホールで第 44回一般の部　第 36回幼年・少年の部北見地区民謡大会が開催
されました。
この大会には、一般、少年・幼年合わせて 77名が出場する中、少年の部で「南部酒屋酛すり唄」を歌っ

た小川結華さん（沙留中学校 2年生）が準優勝、
幼年の部で「道南ナット節」を歌った岡村真歩
さん（沙留小学校 3年生）が 4位になりました。
そのほか、菅原玲奈さんが「酒造り祝い唄」を歌
い少年の部で 7位、久保田ひなのさんが「波声
音頭」を歌い幼年の部で７位とそれぞれ入賞しま
した。
準優勝に輝いた小川結華さんと 4位の岡村真
歩さんは、北見地区代表として、8月 4日に苫
小牧で開催される全道民謡決勝大会への出場が決
まりました。

topics

第30回戸田杯争奪紋別地方卓球大会

小川結華さん・岡村真歩さん
 全道民謡決勝大会出場！
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4 月 8日の小学校入学式にあわせ、新入学
児童を対象に交通安全グッズが配られまし
た。
興部警察署、町交通安全推進委員会等の関
係団体が参加し、児童一人ひとりにランドセ
ルカバーや防犯ブザー等を手渡し「車に気を
つけて元気良く登校してね」と交通安全を呼
びかけました。

ホタテ貝の無料配布
４月３日、沙留漁業協同組合・沙留ほたて貝漁業
生産部会より、日頃の町民皆様への感謝の気持ちと
してホタテ貝無料配布が行われました。
朝に水揚された新鮮なホタテは４キロ程度に袋詰
めされ、各町内の配布場所で町民に手渡されました。
長い間流氷に覆われていたオホーツク海から、海
明けと共に届けられた旬の味覚を受け取った方々か
らは笑顔があふれていました。

4月 8日、町内の小学校で入学式が行われ、今年は興部小学校 25名、沙留小学校 8名の計 33名の児童
が入学しました。お父さんやお母さんと一緒に登校した新一年生は、ちょっと緊張しながらも学校生活の第
一歩を踏み出しました。
また、同日の午後からは興部中学校、沙留中学校でも入学式行われ、翌 9日には、はまなす幼稚園で入園式、
興部高校で入学式が行われました。

新入学児童初登校

新入学児童を対象に
 交通安全グッズが配られました

topics
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4月 5日、昭和九年戌年会（会長：三瓶克典さん）
より町に、交通安全旗 100枚を寄贈されました。
戌年会による交通安全旗の寄贈は、会員が還暦
を迎えたのを機に毎年行われており、会員や有志
の協力を得ながら廃品回収等を行い安全旗の購入
をされています。
寄贈された交通安全旗は、中央にかわいらしい
犬がデザインされたもので、町内の通学路などに
設置され、交通安全のＰＲに一役買っています。
また、戌年会は交通安全運動や防犯活動にも積
極的に取り組まれており、街頭啓発による交通安
全の呼び掛けや自主防犯パトロールなどの活動も
行っております。

昭和九年戌年会が交通安全旗を寄贈

「心に残るスクリーンの中の音楽」
　　　　　　　　　　　　　コンサート
３月２０日、総合センターにおいて「心に残るスクリーンの中の音楽」（主催：オホーツクおこっぺ芸術
劇場実行委員会）が開催されました。
今回のメンバーは興部町公演のために特別に編成された、米良美一さん、木村　弓さん、松本　蘭さん、
塩入俊哉さんといった豪華な面々で、「もののけ姫」、「千と千尋の神隠し」、「ハウルの動く城」のジブリシ
リーズのほか、「ヨイトマケ」、「ニューシネマパラダイスメドレー」など映画音楽などを演奏し、米良さん、
木村さんの美しい歌声と松本さんのバイオリン、塩入さんのピアノが奏でる音に客席からは大きな拍手が沸
き起こっていました。

topics



広報おこっぺ　２０１３年５月号 （16）

今
月
の
行
事

5
月

行
　
事
　
名

1219
春
の
一
斉
清
掃

第
42
回
町
民
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会

お
こ
っ
ぺ
公
園
ま
つ
り

町
の
う
ご
き

4
月

行
　
事
　
名

8910
興
部
小
学
校
入
学
式

沙
留
小
学
校
入
学
式

興
部
中
学
校
入
学
式

沙
留
中
学
校
入
学
式

興
部
高
等
学
校
入
学
式

は
ま
な
す
幼
稚
園
入
園
式

興
部
町
林
野
火
災
予
防
対

策
協
議
会

2425
議
会
報
告
会
（
興
部
）

議
会
報
告
会
（
沙
留
）

ご
寄
附
の
お
礼

▽
宮
下
町
八
重
柏
靖
子
さ
ん
よ
り

亡
夫
（
故
八
重
柏
進
さ
ん
）
の
香

典
返
し
を
廃
し
て

　
　
宮
下
町
自
治
会
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
金
　
一
　
封

▽
沙
留
元
町
赤
石
タ
ケ
子
さ
ん
よ

り
亡
夫
（
故
赤
石
松
夫
さ
ん
）
の

香
典
返
し
を
廃
し
て

　
　
沙
留
元
町
自
治
会
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
金
　
一
　
封

▽
紋
別
市
志
和
恵
子
さ
ん
よ
り
亡

夫
（
故
志
和
義
弘
さ
ん
）
の
香
典

返
し
を
廃
し
て

　
　
沙
留
西
町
自
治
会
へ

　
　
　
　
金
　
一
　
封

▽
横
浜
市
池
尻
一
男
さ
ん
よ
り
亡

父
（
故
池
尻
文
男
さ
ん
）
の
香
典

返
し
を
廃
し
て

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
金
　
一
　
封

▽
宮
下
町
天
竺
桂
利
明
さ
ん
よ
り

亡
親
族
（
故
天
竺
桂
朝
子
さ
ん
）

の
香
典
返
し
を
廃
し
て

　
　
　
宮
下
町
自
治
会
へ

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
金
　
一
　
封

●人のうごき　人口  4,113 ／ 男 2,007／ 女 2,106／ 世帯数 1,800  3 月末現在
　　　　　　　　　　（前月比）	（ −41 ）	 （ −25 ）	 （ −16 ）	 （ −9 ）

国保病院からのお知らせ

5月の皮膚科
診療の日程

◎ 期日　7 日㈫・21 日㈫
◎ 場所　興部町国民健康保険病院
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お悔やみ申し上げます
工藤　ふじ	 元 　 町	 95

志和　義弘	 沙留西町	 66

天竺桂朝子	 宮 下 町	 73

ご出産おめでとう
　  出生児名　　親の名　　住　所
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　 貴　裕友美子 　沙留海運町

　笹岡　芽
め

生
い

　 拓　仁あゆみ 　住　　吉

子供の人権１１０番　フリーダイヤル
０１２０－０

ゼロゼロナナのひゃくとおばん
０７－１１０

ひとりで悩まないで
悩んでいる・困っているなら

人権擁護委員
に相談してください

☆わたしたちの街の人権擁護委員です

田中　啓一 ☎82-2522
小山真由美 ☎82-2996
今井　秀和 ☎83-2244

毎月15日は、道民交通安全の日です

春の行楽期の交通安全運動
5月 15日㈬～5月24日㈮

●自転車の安全利用の推進と歩行者の交通事故防止
●観光・行楽に伴う交通事故防止
●全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用
●飲酒運転の根絶


